
 

 

 
 

 

 

※ 最低賃金との比較する金額の計算方法 

① 時間給の場合 時間給 

② 日給制の場合 

日給 ÷ １日の平均所定労働時間 

③ 月給制の場合 

月給 ÷ １年間における１か月平均所定労働時間 

④ 出来高給（請負給）の場合 

賃金算定期間（賃金締切期間）に支払われた総額  

÷ その期間に出来高制によって労働した総労働時間 

⑤ ①～④が混在 

各賃金の１時間あたりを算出し合計した額 

大
阪
社
保
協
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン 

10
月
9
日
に
大
阪
社
会
保
障
推
進

協
議
会
の
自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
大
阪
社
保
協
か
ら
は
寺
内

事
務
局
長
、
吹
田
社
保
協
か
ら
は
阿
部

会
長
と
幹
事
団
体
が
参
加
。
吹
田
市
は

該
当
す
る
部
署
が
3
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
各
30
分
で
、
事
前
に
求
め
て

い
た
要
望
書
の
回
答
を
元
に
懇
談
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
生
活
保
護
、
障
害
福

祉
、
介
護
、
保
育
や
子
育
て
、
教
育
、

医
療
、
健
康
保
険
や
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
な

ど
に
つ
い
て
、
住
民
の
声
や
実
態
を
届

け
ま
し
た
。 

 

マ
イ
ナ
保
険
証
は
な
く
て
も
大
丈
夫 

今
年
12
月
2
日
か
ら
紙
や
カ
ー
ド
の
保
険
証
の
発
行
が
終
了
す

る
に
あ
た
っ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
や
マ
イ
ナ
保
険
証

の
登
録
が
必
要
な
の
か
と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。 

 

い
ま
の
保
険
証
は
来
年
12
月
1
日
ま
で
使
え
ま
す 

い
ま
発
行
さ
れ
て
い
る
紙
や
カ
ー
ド
の
保
険
証
は
す
ぐ
使
え
な
く

な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
ま
で
通
り
診
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
医
療
機
関
の
窓
口
に
は
現
在
の
保
険
証
か
ら
マ
イ
ナ
保

険
証
へ
の
切
り
替
え
を
促
す
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
掲
示
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
12
月
2
日
以
降
に
現
行
（
紙
や
カ
ー
ド
）
の
保
険
証
の
「
発

行
」
が
終
了
す
る
だ
け
で
す
。
い
ま
所
有
し
て
い
る
保
険
証
は
来
年

12
月
1
日
も
し
く
は
そ
の
保
険
証
の
有
効
期
限
ま
で
使
用
で
き
ま

す
。
た
だ
し
従
来
の
保
険
証
を
使
う
場
合
は
、
別
途
必
要
に
応
じ
て

限
度
額
適
用
証
明
書
や
高
齢
受
給
者
確
認
書
を
取
得
・
提
示
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
診
療
履
歴
の
確
認
な
ど
は
で
き
ま
せ
ん
。 

 

来
年
12
月
2
日
以
降
は
資
格
確
認
書 

従
来
の
保
険
証
の
期
限
の
迎
え
る
前
に
マ
イ
ナ
保
険
証
を
登
録
し

て
い
な
い
被
保
険
者
に
は
、
当
面
は
保
険
証
の
代
わ
り
と
な
る
「
資

格
確
認
書
」
が
申
請
不
要
で
交
付
さ
れ
ま
す
。
保
険
者
（
国
保
は
市

町
村
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
は
広
域
連
合
）
が
5
年
以
内
の
有

効
期
限
を
定
め
て
交
付
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
保
険
証
と
同
じ
よ
う
に

使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
は
任
意 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
開
始
当
初
か
ら
重
要
な
個
人
情
報
が
集
積
さ
れ

る
制
度
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
国
民
か
ら
懸
念
を
持
た
れ
て
い

ま
し
た
。
カ
ー
ド
の
取
得
は
任
意
と
さ
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

健
康
保
険
制
度
の
改
悪
で
取
得
を
強
要
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
カ
ー
ド
は
取
得
し
た
が
持
ち
歩
き
た
く
は
な
い
と
い
う
声
も
多

く
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
政
府
や
自
治
体
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の

廃
止
を
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

消
費
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度 

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を 

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
始
ま
っ
て
1
年
に
な
り
ま
し
た
。
民
商
・

全
商
連
も
参
加
す
る
消
費
税
廃
止
各
界
連
絡
会
で
は
国
民
の
消
費

税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
に
対
す
る
意
識
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
消
費

税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
始
め
ま
し
た
。
調
査
内
容
は

各
界
連
お
よ
び
参
加
団
体
Ｈ
Ｐ
で
公
表
す
る
と
と
も
に
、
国
会
、
自

治
体
、
省
庁
へ
の
要
請
、
各
種
宣
伝
な
ど
で
国
民
の
声
を
示
す
も
の

と
し
て
活
用
し
ま
す
。 

 

各
界
連
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
発
信
し
た

と
こ
ろ
、
多
く
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ひ
と
こ
と
欄
へ
の
記
入
も
多
く
、
消
費
税
・
イ
ン

ボ
イ
ス
へ
の
関
心
が
潜
在
的
に
高
い
状
態
を
維
持

し
て
い
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
は

web

で
参
加
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
、
知
人
や
取
引
先

に
も
広
げ
て
く
だ
さ
い
。 

 

地
域
別
最
低
賃
金 

大
阪
は
１
１
１
４
円
に 

10
月
1
日
か
ら
最
低
賃

金
が
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

大
阪
は
地
域
別
最
低
賃
金

が
50
円
増
の
１
１
１
４
円

（
1
時
間
当
た
り
）
で
す
。

時
給
制
、
日
給
制
、
月
給

制
な
ど
の
場
合
の
比
較
対

象
は
下
の
通
り
で
す
。 

 

雇
用
主
の
義
務
と
し
て

最
低
賃
金
は
保
障
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
私
た
ち
中
小
業
者
は
円

安
・
物
価
高
の
厳
し
い
経

営
環
境
に
置
か
れ
て
い
ま

す
。
最
低
賃
金
引
き
上
げ

に
伴
う
支
援
制
度
が
あ
り

ま
す
が
、
十
分
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最
賃
引
上
げ
は
中
小
企

業
へ
の
補
助
と
セ
ッ
ト
に
す
る
よ
う
強
く
求
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 伝
言
板 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
基
本
の
キ
   

第
2
回 

10
月
29
日
（
火
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

「
デ
ザ
イ
ン
ア
プ
リC

a
n
v
a

で
投
稿
画
像
を
簡
単
お
し
ゃ
れ
に
」 

持
ち
物 

ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン  

第
3
回 

11
月
27
日
（
金
）
19
時
00
分 

民
商
会
館 

「
リ
ー
ル
（
シ
ョ
ー
ト
動
画
）
投
稿
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
」 

持
ち
物 

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン  

申
込
は
下
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら 

 


